
肩こりの病態と徒手療法 

- 僧帽筋の病態から治療・管理まで - 

 

肩こりは日常的な訴えでありますが，その病態について十分知られていません。本講習会では研究報告

を基に肩こりの病態について始めに学習します。そして，肩こり患者に使用する軟部組織の治療，関節の

治療を練習します。さらに，機能解剖から神経根症，頸髄症に進展する可能性についても学習します。講

師の「肩こり相談」経験も含め紹介します。一部実技練習も含みます。 

 

日 時 平成 26年 4月 20日（日） 9時から 15時 

講 師 佐藤友紀（セントオーガスティン大学公認指導者） 

       公森隆夫（セントオーガスティン大学公認指導者） 

内 容 

１． 肩こりの病態  

なぜ僧帽筋が？四肢の筋と比較して僧帽筋に違いはあるのか？ 

肩こり同様の症状は海外では何と呼ばれているのか？ 

肩こり患者の僧帽筋の形態的変化と血流，などこれまで諸外国の研究で何が言われているのか紹介

します。 

2．治療と管理 

   筋，関節，姿勢指導など偏りないアプローチを展開する必要性の理解 

３．実技 

  基本的な筋のストレッチから軟部組織マニピュレーション，頸椎・上部胸椎関節運動検査と治療 

セントオーガスティン大学の徒手療法講習会を受講してこられた方には，特に役立つ内容であります。 

 

会 場 朝日リハビリテーション専門学校（岡山駅徒歩 10分） 

参加費 日本徒手療法学会 会員 7,000円，非会員 10,000円 

主 催 日本徒手療法学会 

申し込み先 日本徒手療法学会 事務局 

メール：jsmt@kaisei-hp.co.jp 

申込方法 メールにて件名に「岡山 肩こりの病態と徒手療法」と明記の上、 

①名前 ②日本徒手療法学会 会員・非会員 ③所属施設名 

④所属連絡先(住所・電話番号) ⑤ご経験年数 

⑥返信先メールアドレス(携帯電話不可)  ⑦領収証必要の有無 

⑧日本理学療法士協会 会員番号 

を明記の上、jsmt@kaisei-hp.co.jp までお送りください。 

お申し込みから 1週間たっても返信がない場合は電話連絡をお願い致します。 
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